
近世信州における秋葉信仰のひろがり

近
世
信
州
に
お
け
る
秋
葉
信
仰
の
ひ
ろ
が
り

一
　

は
じ

め

に

遠
州

（静
岡
県
）
秋
葉
山
を
中
心
と
す
る
秋
葉
信
仰
が
火
防
の
信
仰
と
し
て
広
く
庶
民
に
ま

で
定
着
し
た
の
は
、

近
世
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。

貞
享
二
年

（
王
ハ
八
五
）
の
秋
葉
祭
り
が

き

っ
か
け
と
な

っ
て
全
国
的
に
ひ
ろ
ま

っ
た
と
さ
れ
る
。
遠
州
に
隣
接
す
る
信
州
に
も
信
仰
が

ひ
ろ
ま
り
、
秋
葉
神
社
が
勧
請
さ
れ
秋
葉
講
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
信
州
か
ら

も
秋
葉
山
に
む
か
う
道
と
し
て
、
赤
石
山
脈
と
伊
那
山
地
の
間
の
中
央
構
造
線
に
そ
っ
た
道
が

秋
葉
み
ち
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
秋
葉
山

へ
の
参
詣
の
道
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

明
治
維
新
の
神
仏
分
離
を

へ
て
、

現
在
で
は
秋
葉
山

（静
岡
県
春
野
町
・
龍
山
村
）
山
頂
の
秋

葉
神
社
、
八
合
日
の
秋
葉
寺
、
さ
ら
に
静
岡
県
袋
井
市
の
可
睡
斎

（秋
葉
寺
の
本
寺
）
の
三
か
所

が
そ
れ
ぞ
れ
に
信
仰
を
集
め
て
い
る
。
い
ず
れ
も

一
二
月

一
五

・
一
六
日
に
火
祭
り
を
お
こ
な

う
。
秋
葉
神
社
の
祭
神
は
火
之
迦
具
土
神
で
あ
り
、
秋
葉
寺
と
可
睡
斎
で
は
秋
葉
三
尺
坊
を
ま

つ
る
。
こ
れ
ら
は
近
世
に
お
い
て
は

一
つ
の
秋
葉
山
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
た
。

秋
葉
信
仰
と
秋
葉
み
ち
に
つ
い
て
は
、
田
村
貞
雄
監
修
の

『秋
葉
信
仰
』
に
共
同
研
究
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
長
野
県
側
か
ら
の
秋
葉
み
ち
に
つ
い
て
は
、
沖
和
雄

「秋
葉
街
道
覚
え
書
」
が
あ
る
。
静
岡
県
教
育
委
員
会
と
長
野
県
教
育
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ

『歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』

を
出
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
秋
葉
信
仰
や
秋
葉
み
ち
に

つ
い
て
多
く
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
秋
葉
山
の
地
元
の
静
岡
県
に

比
べ
る
と
長
野
県
側
の
研
究
は
ま
だ
進
ん
で
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
各
市
町
村
誌
に
ふ
れ
ら

れ
る
こ
と
は
増
え
て
い
る
も
の
の
信
州
全
体
を
と
お
し
て
の
考
察
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。

包

そ
こ
で
本
稿
で
は
ま
ず
秋
葉
信
仰
と
信
州
と
の
か
か
わ
り
を

『秋
葉
山
縁
起
』
に
よ
り
み
る
。

次
に
地
域
的
な
ひ
ろ
が
り
を
秋
葉
神
社

ｏ
秋
葉
講
の
分
布
状
況
や
三
峰
信
仰
な
ど
他
の
山
岳
信

仰
と
の
比
較
で
検
討
す
る
。
さ
ら
に
秋
葉
山
の
参
詣
の
道
と
し
て
信
州
か
ら
ど
の
よ
う
な
道
筋

が
利
用
さ
れ
た
の
か
を
各
地
の
道
中
日
記
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
す
る
。
な
お
本
研
究
は
、
平
成

一
二
年
度
長
野
県
立
歴
史
館
秋
季
企
画
展

「歴
史
の
宝
庫
　
秋
葉
み
ち
」
で
の
調
査
研
究
が
も

と
に
な

っ
て
い
る
。

一
一　
秋
葉
信
仰
と
信
州
の
か
か
わ
り

１
　
秋
葉
山
略
縁
起

秋
葉
信
仰
の
よ
う
す
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
秋
葉
山
縁
起
が
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
。

長
野
県
で
も
南
信
濃
村
に

「遠
州
秋
葉
山
本
地
聖
観
世
音
三
尺
坊
大
権
現
略
縁
起
」
が
現
存
す

る
。
略
縁
起
の
年
月
は
享
保
二
年

（
一
七
一
七
）
七
月
で
あ
る
。
縁
起
と
し
て
こ
の
享
保
二
年

の
も
の

（享
保
縁
起
）
が
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
安
永
六
年

（
一
七
七
七
）
成
立
と
推
定
さ

れ
る

『
秋
葉
山
縁
記
』
（宋
水
縁
記
）
な
ど
も
あ
る
。

享
保
縁
起
の
内
容
を
簡
単
に
記
す
。
秋
葉
山
は
行
基
の
開
基
で
あ
り
、
本
尊
の
聖
観
音
が
行

基
の
作
で
あ
る
と
す
る
。
守
護
神
の
三
尺
坊
は
観
世
音
菩
薩
の
権
化
で
あ
り
、
利
益
と
し
て
第

一
に
弓

箭
刀
杖
の
難
、

第
二
に
出
火
類
焼
の
災
難
、

第
二
に
大
水
沈
没
の
難
以
下
計

一
三
の

災
難
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

つ
づ
い
て
信
州
生
ま
れ
の
三
尺
坊
が
、
越
後

蔵
王
堂
で
修
行
し
て
飛
行
の
術
を
身
に
つ
け
て
白
狐
に
乗

っ
て
秋
葉
山

へ
飛
来
し
た
こ
と
が
書
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か
れ
る
。
火
防
の
利
益
と
し
て
武
田
信
玄
が
攻
め
て
き
た
と
き
に
観
音
堂
な
ど
堂
社
が
焼
け
残

っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
縁
起
の
内
容
に
つ
い
て
、
田
村
貞
雄
は

「秋
葉
寺
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、

流
行
神
と
し
て
拡
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
幕
府
の
再
禁
圧
が
か
る
こ
と
を
恐
れ
、
秋
葉
信
仰
が
邪

神
、
愚
俗
で
は
な
く
、
聖
観
音
信
仰
を
中
核
と
す
る
由
緒
正
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す

る
ね
ら
い
が
あ

っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
の
信
仰
の
ひ
ろ
が
り
に
こ
れ
ら
略
縁
起
は
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

２
　
三
尺
坊

の
出
生
地

に

つ
い
て

火
防
の
信
仰
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
三
尺
坊
が
信
濃
の
出
身
で
あ
る
こ
と
は
い
ず

れ
の
縁
起
と
も

一
致
し
て
い
る
。
「安
永
縁
記
」
に
は
、
信
州
戸
隠
の
生
ま
れ
と
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
。
『秋
葉
信
仰
』
に
は
伊
那
郡
千
代
村

（飯
田

市
）、

高
井
郡
穂
高
村

（木
島
平
村
）、

水
内
郡
戸
隠
村
の
三
か
所
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。　
こ
れ

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
千
代
村
説
は

『袖
師
町
誌
』
に
あ
る
が
、

典
拠
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
穂
高
村
説
は
長
光
寺
に
出
生
伝
承
が
あ
る
と
い
う
が
、
史
料
の
誤

読
で
あ
る
。
戸
隠
村
説
は
宝
光
社
神
主
岸
本
家
の
伝
承
が
も
と
に
な

っ
て
い
る
も
の
で
、
近
世

に
は
か
な
り
広
く
に
受
け
入
れ
ら
れ
遠
州
秋
葉
山
周
辺
で
も
こ
の
説
は
唱
え
ら
れ
て
い
た
。
千

代
村
説
の
典
拠
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
静
岡
県
清
水
市
の
秋
葉
山
で
は
三
尺
坊
は
、

信
濃
国
下
伊
那
郡
千
代
村
の
出
身
で
、
観
音

へ
の
願
掛
け
で
出
生
し
た
と
伝
え
て
い
る
と
い
う
。

第
二
の
説
の
長
光
寺
は
現
在
曹
洞
宗
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
が
医
王
山
長
興
寺
と
い
う
天
台

宗
の
行
者
の
修
行
地
で
あ

っ
た
。
越
後
か
ら
来
た
秋
葉
三
尺
坊
が
本
尊
の
薬
師
如
来
に
誓
願
し

満
願
と
な

っ
た
と
き
に
、
如
来
の
眉
間
か
ら
長
光
を
放
ち
三
尺
坊
を
照
ら
し
た
と
い
う
寺
伝
が

あ
る
。　
こ
の
こ
と
か
ら
秋
葉
山
長
光
寺
と
な

っ
た
。

弘
仁
三
年

（八
〓
し

こ
ろ
に
行
基
作
の

薬
師
如
来
が
安
置
さ
れ
た
の
を
は
じ
ま
り
と
し
、
三
尺
坊
が
越
後
か
ら
来
た
と
い
う
こ
と
も
あ

わ
せ
て
遠
州
秋
葉
山
と
共
通
し
た
伝
承
を
持

っ
て
い
る
。

『長
野
県
町
村
誌
』

に
は

「僧
三
尺

坊
旧
地
」
と
し
て
穂
高
村
和
栗
の
銀
杏
と
石
祠
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
三
尺
坊
は
遠
州

秋
葉
山
か
ら
来
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
出
生
伝
説
は
存
在
し
て
い
な
い
。

三
つ
目
の
戸
隠
説
で
あ
る
が
、
可
睡
斎
で
も
戸
隠
出
生
と
し
て
い
る
。
秋
葉
信
仰
が
戸
隠

。

飯
縄
信
仰
と
密
接
な
関
係
を
持

っ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

『秋
葉
信
仰
』
に
は
、
戸
隠
宝
光
院

。
秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
本
宮
の
祭
主
岸
本
文
穂
が
、
「戸
隠

三
尺
坊
の
由
来
」
と
い
う
文
を
寄
せ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
伊
那
郡
松
島
村

（箕
輪
町
）
が
出
生
地
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

矢
澤
喬
治
に
よ

る
と
、
松
島
の
明
音
寺
に
つ
た
わ
る
三
尺
坊
の
由
来
に

「本
生
地
は
信
濃
国
伊
那
松
島
な
り
と

古
老
の
伝
説
に
あ
り
」
と
あ
り
、
茅
野
市
の
頼
岳
寺
の
縁
起
に
は

「当
国
伊
那
松
島
ナ
ル
北
割

村

ハ
古

へ
北
村
卜
云
フ
、
共
ノ
所
ノ
庄
屋
ノ
子
ナ
リ
、
ソ
∠
九
卜
秋
葉
ノ
別
当
ナ
ル
明
音
寺

ニ

依
テ
聞
ク
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
」

と
あ
る
。

元
禄
八
年

（
Ｉ
ハ
九
五
）
明
音
寺
に
入

っ
た
八
世
窓
越

格
門
が
遠
州
周
智
郡
の
出
身
で
あ
り
、
秋
葉
信
仰
に
篤
か

っ
た
。

そ
の
た
め
享
保
三
年

（
一
七

一
八
）
に
寺
内
に
秋
葉
権
現
を
勧
請
し
た
と
い
う
。

〓
一　
秋
葉
信
仰
の
ひ
ろ
が
り

１
　
秋
葉
権
現

。
秋
葉
神
社

の
勧
請

信
州
で
秋
葉
信
仰
に
か
か
わ
っ
て
年
代
の
わ
か
る
も

っ
と
も
古
い
石
碑
は
、
上
伊
那
郡
高
遠

町
的
場
の

「青
面
金
剛
」
碑
で
あ
る
。
元
禄
六
年

（
Ｉ
ハ
を
こ

の
年
号
が
刻
ま
れ
た
こ
の
碑

に
は
、
「左
か
し
を
道
あ
き
は
道
」
と
あ
る
。

こ
の
碑
は
、
諏
訪
か
ら
伊
那
へ
ぬ
け
る
金
沢
み

ち
と
秋
葉
み
ち
の
分
岐
点
に
た
て
ら
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
遠
州
で
は
天
竜
市
に
あ
る
貞
享
四

年

貧

六
八
七
）
の

「右
か
う
み
や
う

ｏ
あ
き
は
み
ち
　
左
し
な
の
せ
ん
か
う
し
み
ち
」

と
い

う
双
体
供
養
塔
が
も

っ
と
も
古
い
と
さ
れ
て
い
る
。
貞
享
二
年

（
Ｉ
ハ
八
五
）
の
秋
葉
祭
り
か

ら
年
月
を
お
か
ず
に
こ
れ
ら
の
碑
が
で
き
、
秋
葉
山
へ
の
道
を
秋
葉
み
ち
と
し
て
よ
ん
で
い
る

こ
と
は
、
急
速
に
秋
葉
信
仰
が
ひ
ろ
ま
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
と
い
え
る
。

年
代
的
に
み
る
と
、
出
生
地
説
に
出
た
木
島
平
村
の
長
光
寺
は
元
和
六
年

（
Ｉ
全
一〇
）
の

開
基
で
あ
る
。
ま
た
正
徳
元
年

（
一
七

一
こ

須
坂
藩
主
堀
直
祐
に
よ

っ
て
蓮
生
寺
に
勧
請
さ

れ
た
と
い
う
秋
葉
三
尺
坊
が
あ
る
が
、
先
に
あ
げ
た
享
保
三
年

（
一
七

一
八
）
の
松
島
村
明
音

%



寺
の
秋
葉
権
現
の
勧
請
が
村
で
お
こ
な

っ
た
初
期
の
も
の
に
な
る
。

秋
葉
神
社
の
勧
請
さ
れ
た
年
代
が
伝
わ

っ
て
い
る
も
の
を

一
覧
に
し
た

（表
１
）。
遠
州
秋

葉
山
か
ら
の
勧
請
と
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
延
享
四
年

（
一
七
四
七
）
安
曇
郡
社
村

（大

町
市
）
あ
た
り
が
早
い
時
期
に
な
る
。

ま
た
長
野
市
稲
里
の
氷
飽
八
幡
社
に
は
寛
延
四
年

（
一

七
五
一
）
の
石
碑
が
あ
る
。
長
野
市
権
堂
の
秋
葉
神
社
は
も
と
も
と
十
念
寺
に
あ

っ
た
秋
葉
三

尺
坊
の
堂
を
移
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

松
代
藩
で
は
堂
宮
調
査
を
元
禄

一
〇
年

（
Ｉ
ハ
九
七
）
に
お
こ
な

っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
で

は
、
諏
訪
明
神

（一
一〇
八
）、
伊
勢
社

（
一
九
四
）、
地
蔵
堂

（
〓
合
し

な
ど
が
上
位
を
占
め
、

秋
葉
社
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
松
代
藩

で
は
再
調
査
が
何
回
か
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
う

ち
天
保

一
〇
年

（
一
公

一一九
）
は
く
わ
し
く
お
こ

な
わ
れ
た
。

『上
水
内
郡
誌
』

に
よ
る
と
、
中
条

村
な
ど
六
か
村
で
の
集
計
で
、
元
禄

一
〇
年
に
は

一
社
も
記
さ
れ
て
い
な
い
秋
葉
神

社
が
天
保

一
〇
年
に
は
伊
勢
社

（五

〇
）、
稲
荷
社

（一
一工○

に
続
き
金
比

羅
と
と
も
に
第
二
位

（一
一〇
）
に
な

っ
て
い
る
。
上
位
に
あ
る
稲
荷
社

や
金
比
羅
も
元
禄
調
査

に
は
ま

っ

た
く
み
ら
れ
な
い
。
全
体

の
堂
宮

数
も

一
一
七
社
か
ら
二
八
六
社
と

二
倍
半

に
増
え
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
秋
葉
信
仰
は
元
禄
以
降
、

金
比
羅
信
仰
な
ど
と
と
も
に
ひ
ろ

ま

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

明
治
初
期

の
秋
葉
神
社

の
存
在

を

『長
野
県
町
村
誌
』
に
よ

っ
て

み
る

（表
２
）。
こ
の
集
計
に
よ
る
と
上
水
内
郡
に
も

っ
と
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
更
級
郡
な
ど
長
野
盆
地
の
周
辺
に
多
い
。
戸
倉
町
な
ど
で
は
辻
に
背
丈
く
ら
い
の
石
柱
の
上

に
石
祠
が
あ
り
、
そ
れ
を

「秋
葉
様
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
蚕
の
神
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
て
、
養
蚕
と
火
の
信
仰
が
結
び

つ
い
た
事
例
で
あ
る
。
伊
那
地
方
の
神
社
数
が
非
常
に
少
な

く
、
調
査
に
問
題
が

』
　
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

誠
　
　
現
存
す
る
秋
葉
神

硼
　
社
な
ど
の
分
布
を

削

『長
野
県
史
』
民
俗

剛
　
価
を
も
と
に
み
て
い

断
　
く
（図
１
）。
調
査
地

地
　

点
の
制
約
は
あ
る
が
、

鮭
　

木
曽
地
方

・
佐
久
地

‐
。
摩
ｒ

・′

・、

ｒ
蟻
ｏ
ｏ
ｏ

出典

長野市誌

望月町誌

長野県町村誌

長野県町村誌

長野市権堂町史

長野市誌

近世信州における秋葉信仰のひろがり

表 1 秋葉権現・秋葉神社の勧請年

元禄年間

延享 2(1745)

延享 4(1747)

明和 5(1768)

文政年間

安政 2(1855)

°贅奎嵩性を合む)

△ 」ヽ祀・石碑

4、r上[

図 1 長野県における秋葉神社の分布
(注)『長野県史』民俗編より作成。

θ7

△
。「愛
知
県

水内郡荒安村・新安神社、戸隠山から秋葉大神を勧請

佐久郡春日村・狐に乗った神像がある。

北安曇郡社村・遠州秋葉山より勧請。

北安曇郡美麻村 02月 24日勧請。
水内郡権堂村・名主善右衛門が遠州から神像を勧請。

弘化 2年の地震で焼失。安政 2年秋葉大権現金印と前
立尊像を勧請。

水内郡権堂村・遠州秋葉山から神像を勧請。

表 2 明治初期長野県の秋葉神社 (社 )

地区 (秋葉社数 ) 郡 秋葉社数

北信 (83) 上水内

下水内

上高井

下高井

更級

47

0

6

2

28

東信 埴科

小県

北佐久

南佐久

9

17

5

5

南信 北安曇

南安曇

東筑摩

西筑摩

諏訪

上伊那

下伊那

4

10

18

2

15

5

4

全 県

襲ヽ
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方
な
ど
が
少
な
く
、
伊
那
地
方
か
ら
東
筑
摩

。
更
級

。
上
水
内
郡
に
か
け
て
多
く
分
布
し
て
い

る
。
秋
葉
山
縁
起
に
あ
る
三
尺
坊
が
通

っ
た
越
後
蔵
王
堂
か
ら
遠
州
秋
葉
山

へ
の
道
が
浮
か
び

上
が

っ
て
く
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
こ
に
は
戸
隠
山

。
飯
縄
山
の
存
在
も
み
え
て
く
る
。

２
　
秋
葉
権
現
碑

の
分
布

伊
那
地
方
で
は
秋
葉
山
の
名
号
塔
が
各
地
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
『喬
木

村
誌
』
に
よ
る
と
、
村
内
に
三
基
の
秋
葉
み
ち
道
標
と

一
九
基
の

「秋
葉
大
権
現
」
碑
が
あ
る
。

名
号
塔
の
年
号
の
刻
ま
れ
た
も
の
で
も

っ
と
も
古
い
の
は
享
保
年
間
で
あ
る
。
年
号
の
わ
か
る

も
の
で
多
い
の
は
、
天
明
か
ら
寛
政
期
に
か
け
て
の
碑
で
あ
る
。

下
伊
那
郡
高
森
町
に
は

「秋
葉
山
大
権
現

。
金
比
羅
大
権
現
」
碑
が
二

一
基
、
別
々
に
建
て

て
並
立
し
て
い
る
の
が
八
基
、
秋
葉
山
単
独
の
も
の
が
八
基
あ
る
。

こ
の
う
ち
文
政
六
年

（
一

八
一
一三
）
の
牛
牧
村
の
碑
は
高
さ
四
肝
と
い
う
巨
大
な
も
の
で
あ
る
。　
こ
の
ほ
か
、
伊
那
郡
に

の
こ
る
大
き
な
碑
は
、
文
化
文
政
期
か
ら
天
保
期
に
か
け
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

下
市
田
村

全
［同森
町
）
の
文
政

一
一
年

（
一
八
一
一八
）
建
立
の
碑
は
、
そ
の
経
過
が
日
記
に
残

さ
れ
て
い
る
。
碑
文
は
京
都
智
積
院
の
道
本
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
道
本
は
佐
久
郡
下
中
込

村

（佐
久
市
）
の
出
身
で
、

京
都
に
出
て
智
積
院
な
ど
で
活
躍
し
た
僧
で
あ
り
書
は
有
名
で
あ

っ
た
。
道
本
の
碑
文
が
で
き
た
の
は
四
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
道
本
は
神
号
が
書
け
た
こ
と
や
刻

字
の
注
意
事
項
を
書
簡
で
送

っ
て
き
て
い
る
。　
一
〇
月

一
一
日
に
秋
葉
塔
に
つ
い
て
村
で
相
談

が
あ
り
、
石
屋
作
料
二
両
と
し
て
米

一
斗
ず
つ
を
集
め
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。　
〓
一一日
に
は
智

積
院

へ
礼
と
し
て
真
綿
を
送

っ
た
。　
一
一
月

一
日
に
秋
葉
塔
が
建
立
さ
れ
、
泉
寿
院

へ
依
頼
し

塔
の
開
眼
を
三
日
に
お
こ
な

っ
た
。
そ
し
て
一
二
月

一
九
日
に
石
屋
へ
勘
定
を
し
て
終
了
し
た
。

名
号
塔
は
秋
葉
と
金
比
羅
が

一
緒
に
刻
ま
れ
る
も
の
が
多
い
。
文
字
は

「秋
葉
大
権
現
」
が

多
い
が
、
「秋
葉
大
神
」
も
み
ら
れ
る
。

３
　
秋
葉
講

の
分
布

『
日
本
民
俗
地
図
』
を
も
と
に
お
も
な
山
岳
信
仰
の
講
の
分
布
を
長
野
県
の
周
辺
部
を
ふ
く

め
て
地
図
に
し
た

（図
２
）。　
一
九
七
二
年

（昭
和
四
七
）
に
発
行
さ
れ
た
こ
の
調
査
報
告
で
は
、

長
野
県
に
お
い
て
の
山
岳
信
仰
の
講
は
、
秋
葉
、
三
峰
、
戸
隠
の
三
つ
が
中
心
で
あ

っ
た
。
秋

葉
講
は
東
海
地
方
か
ら
長
野
県
南
部
や
山
梨
県
に
か
け
て
多
く
、
埼
玉

・
神
奈
川
な
ど
の
関
東

諸
県
に
ま
で
分
布
し
て
い
る
。
三
峰
講
は
関
東
地
方
に
広
く
分
布
し
、
長
野
県
で
は
東
北
信
に

多
い
。
『埼
玉
県
史
』

に
よ
る
と
二
峰
講
の
数
は
圧
倒
的
に
長
野
県
が
多
い
。
戸
隠
講
は
長
野

県
内
で
は
三
峰
講
と
重
な
る
よ
う
な
分
布
で
あ
る
が
、　
一
部
新
潟
県
や
関
東
地
方
に
も
広
が
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
秋
葉
信
仰
と
同
様
の
火
防
信
仰
の
愛
宕
講
は
、
こ
の
調
査
で
は
長
野
県
に
は

認
め
ら
れ
ず
、
岐
阜
、
滋
賀
、
二
重
な
ど
京
都
に
近
い
諸
県
に
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
三
峰
信
仰
は
神
使
と
し
て
の
山
犬
へ
の
信
仰
で
あ
り
、
春
属
信
仰
と
も
い
い
、
埼

玉
県
秩
父
の
三
峰
山
が
そ
の
中
心
と
な

っ
て
い
る
。
盗
難
除
け
、
火
防
の
利
益
が
あ
る
と
し
て

家
や
土
蔵
に
札
を
は
る
。
こ
の
点
で
は
静
岡
県
の
山
住
信
仰
と
共
通
す
る
。
も
と
も
と
三
遠
南

信
地
方
の
焼
畑
で
は
、
火
入
れ
を
す
る
と
き
に
は
秋
葉
札
を
た
て
、
種
ま
き
し
て
か
ら
は
山
住

札
を
た
て
た
と
い
う
民
俗
が
あ

っ
た
。
三
峰
も
山
住
と
同
様
に
あ

つ
か
わ
れ
、
猪
や
鹿
の
害
を

山
犬
が
防
ぐ
と
い
う
山
の
信
仰
が
平
地
の
村
や
町
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
災
難
を
よ
け
る
と
い
う
利
益
は
秋
葉
信
仰
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
る
。

◎秋葉講    9   甲km
□ 三峰講
o戸隠講
o愛宕講

図 2 中部 日本におけるおもな山岳信仰の講
(注)『日本民俗地図』より作成。
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信
州
の
秋
葉
講
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

『長
野
県
史
』

民
俗
編
の
秋
葉
講
の
分
布
を
地
図
に

し
た

（図
３
）。
こ
れ
に
よ
る
と
南
信
地
方
に
非
常
に
多
く
の
講
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、
東
筑

摩
郡

・
松
本
市
ま
で
は
講
の
ひ
ろ
が
り
が
明
ら
か
で
あ
る
。
南
信
地
方
で
は
調
査
地
点
の
七
割

を
こ
え
る
地
点
で
講
が
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
、
最
近
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
秋
葉

神
社
の
分
布
と
比
較
す
る
と
、
木
曽
郡
で
神
社
数
に
く
ら
べ
講
の
数
が
多
く
、
逆
に
北
信
地
方

で
講
の
数
が
少
な
い
。
東
信
地
方
は
さ
ら
に
少
な
く
、
と
く
に
佐
久
地
方
は
調
査
地
点
に
限

っ

て
で
は
あ
る
が
講
は
み
ら
れ
な
い
。

歴
史
的
に
講
の
状
況
が
わ
か
る
例
を
あ
げ
る
。

諏
訪
郡
神
戸
村

（諏
訪
市
）
で
は
宝
暦
五
年

貧

七
五
五
）

に
秋
葉
講
が
始
ま

っ
た
。

隣
村
の
上
桑
原
村
普
門
寺
の
秋
葉
神
社
に
は
、

「秋
葉

講
中
宝
暦
六
丙
子
四
月
吉
日
」
の
石
灯
籠
が
あ
る
。
神
戸
村
南
組
に
は
代
参
の
記
録
も
明
和
元

年

（
一
七
エハ
四
）
か
ら
残
さ
れ
て
い
る
。
「秋
葉
代
参
沖
右
衛
門
壱
分
五
百
文
」
と
い
う
も
の
だ

が
、
こ
れ
は
伊
勢
講
の
代
参
帳
に
書
か
れ
て
い
る
。
伊
勢
講
の
な
か
で
秋
葉
山
参
詣
も
お
こ
な

わ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
火
事
が
実
際
に
あ

っ
て
、
秋
葉
山
日
待
や
代
参
を
お
こ
な

っ
た
記

録
も
あ
る
。

文
化

一
三
年

（
一
八
王
○

に
大
火
に
あ
い
、

そ
の

一
年
後
に
日
待
を
お
こ
な
っ

た
。
文
政
八
年
、
九
年

（
一
八
一
一五
、
工○

に
は
続
け
て
付
け
火
が
あ
り
、
日
待
と
代
参
を
お
こ

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
実
際
の
火
事
に
あ

っ
た
こ
と
が
秋
葉
信
仰
を
ひ
ろ
め
る
直
接
の
契
機
と

な
っ
た
村
も
多
か
っ
た
。

四
　
秋
葉
山
参
詣
の
道
筋

１
　
秋
葉
み
ち

秋
葉
山

へ
の
道
は
す
べ
て
秋
葉
み
ち

（秋
葉
街
道
）
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
ル
ー
ド
は
図
４
の

よ
う
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
八

つ
の
ル
ー
ト
に
分
類
し
て
い
る
。
信
州
に
か
か
わ
る
代
表
的
な
道

近世信州における秋葉信仰のひろがり

図 3 長野県における秋葉講の分布
(注)『長野県史』民俗編より作成。

と
し
て
、
掛
川
か
ら
の
第

一
ル
ー
ト
、
鳳
来
寺
か
ら
の
第
六
ル
ー
ト
、

飯
田
か
ら
の
第
七
ル
ー
ト
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
を
遠

州
秋
葉
み
ち
、
鳳
来
寺
秋
葉
み
ち
、
信
州
秋
葉
み
ち
と
呼
ぶ
こ
と
と
す

る
。
な
お
飯
田
か
ら
の
小
川
路
峠
越
え
が
通
行
量
で
は
主
体
と
な
っ
て

い
く
が
、
高
遠
か
ら
の
分
杭
峠

ｏ
地
蔵
峠
越
え
の
ル
ー
ト
の
い
ず
れ
も

信
州
秋
葉
み
ち
と
し
て
考
え
る
。
名
古
屋
方
面
か
ら
の
参
詣
者
を
対
象

と
し
た
年
不
詳
の

「秋
葉
山
参
詣
道
法
図
」
に
は
信
州
側
は
描
か
れ
て

い
な
い
が
、
水
窪
の
北
に

「秋
葉
山
裏
坂
、
此
の
方
信
州
諏
訪
よ
り
善

光
寺
道
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
三
河
や
遠
州
か
ら
は
、
こ
の
道
を
諏
訪

と
善
光
寺

へ
の
参
詣
の
道
と
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

秋
葉
信
仰
が
ひ
ろ
が
る
と
と
も
に
秋
葉
山

へ
の
参
詣
が
さ
か
ん
に
な

っ
た
。
秋
葉
講
で
代
参
す
る
も
の
や
個
人
的
に
お
こ
な

っ
た
参
詣
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
秋
葉
山
を
主
た
る
目
的
地
に
し
た
旅
だ
け
で
は
な
く
、

伊
勢
参
り
や
西
国
巡
礼
の
途
中
で
秋
葉
山
に
よ
る
と
い
う
こ
と
が
頻
繁
　
　
″

に
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
信
州
各
地
の
道
中
日
記
を
も
と
に
秋
葉
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図 4 秋葉みちの全体概略図
(注)遠山佳治「秋葉山常夜燈からみた秋葉街道」『秋葉信仰』156ペ ージによリー部加筆。
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至高遠

至
　
一示
、

駿
府
凸

0              20km

山

へ
の
参
詣
の
道
筋
を
検
討
す
る
。

２
　
秋
葉
山

へ
の
参
詣

秋
葉
山
参
詣
を
第

一
の
目
的
と
し
た
旅
の
例
を
あ
げ
る
。
文
化
三
年

（
一
八
〇
工○

の
伊
那

郡
山
吹
村

（高
森
町
）
か
ら
の
旅
と
弘
化
三
年

（
一
八
四
工Ｏ

の
伊
那
郡
中
村

（飯
田
市
）
か
ら
の

旅
で
あ
る
。
文
化
三
年
は
旗
本
座
光
寺
氏
の
家
臣
片
桐
源
栄
ら
の
二
人
旅
で
、
弘
化
三
年
は
孫

右
衛
門
ほ
か
の
二
人
旅
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
行
程
は
か
な
り
似
て
い
る

（図
５
）。

文
化
三
年
の
旅
か
ら
み
て
い
く
と
、
ま
ず
は
天
竜
川
を
わ
た
っ
て
小
川
路
峠
を
め
ざ
す
と
こ

ろ
か
ら
旅
が
始
ま
る
。
小
川
路
峠
を
越
え
て
一
日
目
は
遠
山
郷
の
門
村

（上
村
）
で
宿
泊
し
た
。

二
日
目
は
木
沢

。
和
田
な
ど
の
村
む
ら
を
通
り
青

崩

峠

へ
む
か
う
。
青
崩
峠
を
越
え
る
と
遠

州
で
あ
り
、
水
窪
で
泊
ま
っ
た
。
三
日
目
は
水
窪
か
ら
の
道
は
信
州
秋
葉
み
ち
を
い
っ
た
ん
離

れ
、
天
竜
川
を
渡

っ
て
神
妻
神
社

へ
参
詣
し
そ
こ
で
宿
泊
し
て
い
る
。
四
日
日
は
い
よ
い
よ
秋

葉
山
の
参
詣
で
あ
る
が
、

信
州
秋
葉
み
ち
に
も
ど

っ
て
秋
葉
山
奥
の
院

（竜
頭
山
）

へ
西
か
ら

上

っ
て
参
詣
し
秋
葉
山

へ
と
む
か

っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
日
は
秋
葉
山
に
宿
泊
し
た
。

弘
化
三
年
の
旅
は
、
や
は
り
天
竜
川
を
渡
り
小
川
路
峠
を
越
え
信
州
秋
葉
み
ち
を
南
下
し
た
。

一
日
目
は
木
沢
、
二
日
目
は
水
窪
に
宿
を
と
り
三
日
目
に
秋
葉
山
参
詣
を
し
て
い
る
。
天
竜
川

ぞ
い
を
基
本

コ
ー
ス
と
し
た
文
化
三
年
の
旅
に
た
い
し
て
、
こ
ち
ら
は
山
住
山
か
ら
秋
葉
山
奥

の
院
を
経
由
す
る
尾
根
道
ル
ー
ト
を
通

っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
道
の
途
中
で
孫
右
衛
門
ら
は
、

同
じ
村
の
下
中
村
の
人
と
、
さ
ら
に
近
隣
２
二
日
市
場
村
の
人
た
ち
に
出
会

っ
て
い
る
。

ほ
ぼ
最
短

コ
ー
ス
を
通

っ
た
往
路
に
対
し
て
、
復
路
は
こ
こ
か
ら
い
ず
れ
も
往
路
と
同
じ
道

を
も
ど
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
秋
葉
山
か
ら
遠
州
秋
葉
み
ち
を
南
下
し
て
東
海
道

へ
抜
け
て

い
く
。
い
く
つ
も
の
寺
社
を
参
詣
し
な
が
ら
東
海
道
を
西
へ
む
か
い
、
豊
川
稲
荷
な
ど
に
寄
り
、

次
に
は
伊
那
街
道
を
北
上
し
て
鳳
来
寺
山
な
ど
の
参
詣
を
し
て
帰
村
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に

文
化
の
場
合
で
は
薬
師

（油
山
寺
か
）、
法
多
観
音

（法
多
山
尊
水ヽ
寺
）、
五
社
、
鴨
江
観
音
な
ど

を
参
詣
し
、
弘
化
で
は
大
頭
竜

（大
頭
上嘔
神
社
）、
法
多
山
、
小
笠
山
、
小
松
原
山
な
ど
を
参
詣

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
参
詣
地
と
し
て
当
時
か
ら
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

宿
泊
に
つ
い
て
は
、
参
詣
者
を
泊
め
た
り
休
憩
さ
せ
た
宿
が
秋
葉
み
ち
沿
い
の
各
地
に
あ
り
、

イθ
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― 文化
3年 (1806)

一 弘化
3年 (1846)

主な通過地

宿泊  (参詣・休憩)
□     ▽

◎     O

「秋葉の枝折」

「秋葉道中日記」

信
濃

美濃
沿部坂

＼、ふ訣 ″
青
　
　
窪水
山住神社

三
河

奥の院
(竜頭山)

□秋葉山

下

諏訪湖

b田 口  中部

イf

図 5 秋葉山参詣の行程図
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表 3 秋葉山参詣の道

年
明和 7

1770
文化 3

1806
文化10
1813
文政 6
1823
文政 7

1824

文政 7 弘化 3
1846
弘化 3

1846
嘉永 5

1852
明治20

1887

出立月日

帰着月日

日数

郡

村

現市町村

秋葉みちの利用

①信州みち

②遠州みち

③鳳来寺みち

(往路〇、復路○)

目的地

他のおもな参詣地

①鳳来寺山

②豊川稲荷

③身延山

④諏訪大社

⑤伊勢神宮

1月 6日

3月 4日

58日

佐久

三河田

佐久市

○

○

西国巡礼

○

○

○

　

○

3月 24日

4月 6日

12日

伊那

山吹

高森町

○

○

秋葉山

○

○

12月 14日

2月 2日

49日

水内

吉窪

長野市

①

①

金比羅

○

○

2月 10日

3月 14日

33日

筑摩

岡田

松本市

○

③

伊勢

○

○

○

1月 6日

3月 13日

68日

埴科

森

更埴市

○

○

勢伊

　

○

○

○

○

○

1月 15日

3月 下旬

約 2か月

佐久

五郎兵衛新田

浅科村

○

○

○

伊勢

2月 3日

不明

不明

諏訪

塩之目

茅野市

○

○

金比羅

○

○

10月 21日

11月 2日

11日

伊那

中

飯田市

○

○

○

○

秋葉山

1月 6日

2月 28日

53日

小県

長久保古町

長門町

○

○

○

○

○

金比羅

○

2月 3日

2月 23日

21日

諏訪

普門寺

諏訪市

○

○

○

伊 勢

こ
の
二
つ
の
旅
で
も
利
用
さ
れ
た
。
秋
葉
み
ち
沿
い
の
宿
で
は
、
文
化
三
年
は
上
村
の
小
松
屋
、

水
窪
の
和
泉
屋
、
森
の
升
屋
で
宿
泊
し
、
弘
化
三
年
は
木
沢
の
中
屋
、
水
窪
の
和
泉
屋
、
坂
下

の
高
木
屋
、
掛
川
の
ね
じ
金
屋
を
利
用
し
て
い
る
。
明
治
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
と
い
う
が
、

高
木
屋
な
ど
が
中
心
に
な
り
、
各
地
に

一
新
講
社
と
い
う
組
織
を
作

っ
て
お
た
が
い
に
宿
の
紹

介
を
し
た
。
高
木
屋
は
秋
葉
山
の
麓
か
ら
参
道
を
上
る
入
り
口
に
位
置
し
、
多
く
の
参
詣
者
を

宿
泊
さ
せ
た
。
秋
葉
山
参
詣
の
拠
点
と
も
い
う
べ
き
宿
で
あ
る
。
明
治
期
に
高
木
屋
で
作

っ
た

地
図
に
は
、
木
沢
の
中
屋
、
島
畑
の
ふ
じ
や
、
水
窪
の
和
泉
屋
の
名
も
あ
る
。

弘
化
の
旅
で
食
事
の
内
容
が
わ
か
る
も
の
と
し
て
は
、
ス
ズ
キ
や
タ
コ
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

る
。
海
の
幸
な
ど
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。
ウ
ナ
ギ
も
酒
と
と
も
に
楽

し
ん
で
い
る
。
交
通
関
係
で
は
、
主
と
し
て
歩
き
の
旅
で
あ
る
た
め
、
わ
ら
じ
の
購
入
が
三
回

あ

っ
た
。
舟
渡
し
が
三
回
と
駕
籠
に

一
回
乗
っ
た
と
い
う
の
が
歩
き
以
外
の
手
段
で
あ

っ
た
。

土
産
と
し
て
は
、
浜
松
の
駒
下
駄
、
田
日
の
安
神
散
が
あ
る
。
安
神
散
は
女
性
の
薬
で
あ
る
。

中
村
の
孫
左
衛
門
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
何
度
か
秋
葉
山
参
詣
を
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
安
政

五
年

（
一
八
五
八
）
は
秋
葉
山
と
江
戸
の
道
中
日
記
で
あ
る
。

こ
の
と
き
は
青

崩

峠
を
越
え
て

か
ら
の
道
筋
が
前
回
と
変
わ

っ
て
い
る
。
天
竜
川
ぞ
い
を
行
き
日
入
沢
か
ら
秋
葉
山

へ
上
る
コ

ー
ス
を
と

っ
た
。
山
住
山
か
ら
の
尾
根
道
と
こ
の
日
入
沢
か
ら
の
道
が
信
州
か
ら
の
秋
葉
参
詣

の
主
要
な
ル
ー
ト
と
な

っ
て
い
た
。

こ
の
旅
で
は
越
久
保
の
木
下
屋
で
昼
食
を
と
っ
た
。　
日
記
に
は
、

「越
久
保
木
下
屋
に
て
昼

弁
当
少
々
致
す
、
も

っ
と
も
此
の
家
は
御
用
宿
に
て
此
の
処

一
番
の
宜
し
き
宿
な
り
」
と
書
か

れ
て
い
る
。
か

つ
て
の
木
下
屋
に
は

「秋
葉
山
　
秋
葉
寺
定
宿
　
役
寮
」
の
看
板
が
現
存
し
て

い
る
。
秋
葉
山
か
ら
正
式
に
認
め
ら
れ
た
宿
だ
っ
た
。
こ
こ
に
は

「
一
新
講
社
」
の
看
板
も
あ

Ｚつ
。秋

葉
山
は
通
常
は
女
人
禁
制
と
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
女
性
の
参
詣
も
み
ら
れ
た
。
伊
那
郡

島
田
村

（飯
田
市
）
の
庄
屋
の
妻
都
々
子
は
、
文
政
五
年

（
一
八
壬

し

に
浜
松
の
実
家

へ
帰
る

途
中
で
参
詣
を
し
た
。
青
崩
峠
を
こ
え
て
秋
葉
山
参
詣
を
し
た
あ
と
天
竜
川
を
舟
で
下

っ
て
い

っ
た
。
こ
の
と
き
都
々
子
は
女
人
禁
制
を
知
ら
ず
に
い
た
と
み
ら
れ
、
山
で
だ
れ
か
に
い
け
な

い
と
驚
か
さ
れ
な
が
ら
参
詣
し
た
と
記
録
し
て
い
る
。
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明
治
に
な

っ
て
も
鉄
道
が
敷
か
れ
る
前
は
近
世
の
旅
と
基
本
的
に
変
わ
り
が
な
か

っ
た
。　
一

八
八
五
年

（明
治

一
八
）
の
上
久
堅
か
ら
の
旅
は
、
小
川
路
峠
越
え
の
秋
葉
み
ち
を
通
り
西
渡

か
ら
日
入
沢
を
経
て
秋
葉
山
に
参
詣
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
コ
ー
ス
も
近
世
の
旅
と
似
て
い
る
。

法
多
山
や
豊
川
稲
荷
、
鳳
来
寺
山
な
ど
に
も
参
詣
し
て
い
る
。
た
だ
し
近
世
に
参
詣
し
て
い
な

い
寺
社
も
い
く
つ
か
登
場
す
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
可
睡
斎
と
半
僧
坊
で
あ
る
。
可
睡
斎

へ
は

明
治
の
神
仏
分
離
で
秋
葉
三
尺
坊
な
ど
の
仏
像
、
そ
の
他
仏
具
が
移
転
し
て
い
る
。　
一
八
七
三

年

（明
治
工〇

五
月
に
秋
葉
寺
は
い
っ
た
ん
廃
寺
と
な
り
、

秋
葉
山
に
は
秋
葉
神
社
の
み
が
お

か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
　
一
八
八
〇
年

（明
治
〓
こ

に
秋
葉
寺
の
復
興
が
な
さ
れ
、

翌
年
に

本
尊
聖
観
世
音
な
ど
は
返
却
さ
れ
た
も
の
の
、
秋
葉
三
尺
坊
に
つ
い
て
は
可
睡
斎
に
留
め
置
く

こ
と
に
な

っ
た
。
秋
葉
三
尺
坊
の
像
あ

つ
か
い
に
つ
い
て
は
、
可
睡
斎
と
秋
葉
寺
の
主
張
に
食

い
違
い
を
生
じ
て
い
る
が
、
可
睡
斎
が
秋
葉
三
尺
坊
の
火
防
信
仰
の
参
詣
の
対
象
に
明
治
以
降

な

っ
て
い
っ
た
事
実
が
指
摘
で
き
る
。
半
僧
坊
信
仰
も
明
治
に
な

っ
て
か
ら
さ
か
ん
に
な

っ
た

も
の
で
あ
る
。

３
　
伊
勢

・
金
比
羅
な
ど

へ
の
参
詣
と
秋
葉
山
参
詣

『長
野
県
史
』
通
史
編
の
伊
勢
参
り
行
程
に
よ
る
と
そ
の
う
ち
の
半
数
が
秋
葉
山
に
寄

っ
て

い
る
。
伊
那
郡

・
筑
摩
郡
か
ら
の
旅
が
い
ず
れ
も
飯
田
か
ら
小
川
路
峠
越
え
の
秋
葉
み
ち
の
利

用
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
佐
久
郡
か
ら
は
、
佐
久
甲
州
道
を
南
下
し
て
身
延
山
参
詣
を
し

東
海
道

へ
出
て
、
東
海
道
か
ら
遠
州
秋
葉
み
ち
を
利
用
し
て
秋
葉
山

へ
の
参
詣
を
お
こ
な

っ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
市
町
村
誌
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
参
詣
の
例
を
み
て
い
く

（表
３
）。

諏
訪
郡
か
ら
の
旅
の
例
と
し
て
小
川
路
峠
越
え
の
ル
ー
ト
を
通

っ
た
道
中
が
あ
る
。
天
保

一

二
年

（
一
八
四
こ

に
神
戸
村
南
組
で
は
総
勢
五
九
人
の
伊
勢
参
宮
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の

う
ち
の

一
二
人
が
伊
那
か
ら
の
秋
葉
み
ち
を
通

っ
て
秋
葉
山
参
詣
を
し
た
。
こ
の
神
戸
村
に
は

南
組

・
中
組

・
北
組
に
そ
れ
ぞ
れ
秋
葉
神
社
が
勧
請
さ
れ
て
い
る
。
弘
化
三
年

（
一
八
四
工〇
、

塩
之
目
村

（茅
野
市
）
の
六
右
衛
門
は
金
比
羅
参
り
の
際
、
高
遠
、
伊
那
富
村

（辰
野
町
）
を
経

て
越
久
保

（木
下
屋
泊
）
か
ら
上
村
に
入

っ
て
い
る
。

水
内
郡
吉
窪
村
平
林

（長
野
市
）
の
文
化

一
〇
年

（
一
八
〓
こ

の
旅
日
記
で
は
、
金
比
羅

・

伊
勢
を
巡
っ
た
後
に
東
海
道
を
東

へ
行
き
、
御
油
宿
か
ら
鳳
来
寺
山

へ
む
か
い
、
鳳
来
寺
秋
葉

み
ち
経
由
で
秋
葉
山
参
詣
を
し
て
い
る
。
参
詣
し
た
の
ち
青
崩
峠
越
え
で
信
州
に
入
っ
て
い
る
。

そ
の
後
は
、
小
川
路
峠
を
越
え
て
小
野

・
会
田
な
ど
で
宿
泊
し
て
帰
村
し
た
。
こ
の
よ
う
に
復

路
に
参
詣
し
た
例
も
み
ら
れ
た
。

埴
科
郡
森
村

・
倉
科
村

（更
埴
市
）
の
八
人
が
文
政
七
年

（
一
八
一
一四
）
に
お
こ
な
っ
た
伊
勢

参
宮
の
と
き
に
は
、
東
海
道
掛
川
宿
か
ら
秋
葉
山

へ
行

っ
て
い
る
。　
一
行
は
、
和
田
峠
を
越
え

て
諏
訪
神
社
秋
宮
と
上
社
に
参
詣
し
て
、
甲
州
道
中
を
行
き
甲
府
城
下
経
由
で
鰍

沢
に
向

っ

た
。
鰍
沢
か
ら
富
士
川
を
舟
で
下
り
、
東
海
道
に
出
て
遠
州
秋
葉
み
ち
を
使

っ
て
秋
葉
山
に
参

詣
し
て
い
る
。
そ
の
後
大
野
宿
を
経
由
し
て
い
る
の
で
鳳
来
寺
秋
葉
み
ち
を
利
用
し
た
と
み
ら

れ
る
。

小
県
郡
に
も
和
田
峠
を
越
え
て
諏
訪
大
社
下
社
を
参
詣
し
、
甲
州
道
中
を
経
由
し
て
富
士
川

を
下
り
東
海
道
か
ら
秋
葉
山

へ
参
詣
し
た
旅
日
記
が
残
さ
れ
て
い
る
。
目
的
地
は
伊
勢
と
金
比

羅
で
あ

っ
た
。
嘉
永
五
年

（
一
八
五
一
じ
　
一
月
六
日
、
長
窪
古
町

（長
門
町
）
を
出
立
し
た
七
人

は
三
四
歳
を
筆
頭
に
二
〇
代
五
人
、　
一
〇
代

一
人
と
い
う
若
い
男
た
ち
で
あ

っ
た
。
諏
訪
神
社

下
社
春
宮
を
詣
で
た
あ
と
、
甲
州
道
中
を
東

へ
む
か
い
、
甲
府
城
下
を
見
物
、
そ
こ
か
ら
釜
無

川

・
富
士
川
を
下
り
身
延
山
を
参
詣
し
た
。
そ
こ
か
ら
東
海
道

へ
出
て
駿
府
城
下
を
見
物
し
、

秋
葉
み
ち
を
北
上
し

一
五
日
に
秋
葉
山

へ
行

っ
た
。
そ
の
後
か
れ
ら
は
、
鳳
来
寺
山
に
よ
っ
て

か
ら
伊
勢
へ
む
か

っ
て
い
る
。
金
比
羅
か
ら
の
帰
路
は
中
山
道
を
経
由
し
て
下
諏
訪
に
よ
っ
て

帰
村
し
て
い
る
。

諏
訪
郡
か
ら
は
、
明
治
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
小
県
郡
と
同
様
に
甲
州
道
中
を
利
用
し

て
富
士
川
を
下
り
、
東
海
道
経
由
で
秋
葉
山
参
詣
を
お
こ
な

っ
た
旅
日
記
も
残
さ
れ
て
い
る
。

伊
勢
参
宮
へ
む
か

っ
た

一
行

一
九
人
は
、
豊
川
稲
荷
に
も
参
詣
し
て
い
る
。

信
州
各
地
か
ら
の
秋
葉
参
詣
の
行
程
を
ま
と
め
て
み
る
。
信
州
秋
葉
み
ち
を
利
用
が
確
認
で

き
た
の
は
、
伊
那
郡

・
筑
摩
郡

ｏ
諏
訪
郡

・
水
内
郡
か
ら
の
旅
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
み
た
近

世
の
例
は
す
べ
て
飯
田
か
ら
の
小
川
路
峠
越
え
で
あ
る
。
諏
訪
郡
か
ら
は
、
甲
州
道
中
を
利
用

し
て
富
士
川
沿
い
を
南
下
し
て
東
海
道

へ
出
て
か
ら
遠
州
秋
葉
み
ち
を
行
く
場
合
も
あ

っ
た
。

埴
科
郡
や
小
県
郡
か
ら
は
中
山
道
を
諏
訪
ま
で
行
き
、
あ
と
は
富
士
川

ｏ
東
海
道
経
由
で
秋
葉
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山

へ
行
く
道
を
た
ど

っ
て
い
る
。
佐
久
郡
か
ら
は
、
佐
久
甲
州
道
を
南
下
し
て
や
は
り
富
士

川

。
東
海
道
経
由
で
遠
州
秋
葉
み
ち
を
利
用
し
て
い
る
。

五
　
お
わ
り
に

近
世
信
州
に
お
け
る
秋
葉
信
仰
の
ひ
ろ
が
り
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

０
　
秋
葉
信
仰
と
信
州
の
か
か
わ
り
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
秋
葉
山
の
縁
起
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
火
防
信
仰
と
し
て
秋
葉
信
仰
の
中
心
と
な

っ
て
い
る
三
尺
坊
は
信
州
出
身
と

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一戸
隠
な
ど
各
地
に
出
生
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

場
所
の
確
定
は
で
き
な
い
。
と
り
あ
え
ず
は
、
三
尺
坊
の
飛
来
し
た
と
い
う
伝
説
の
越
後

蔵
王
堂
と
遠
州
秋
葉
山
を
結
ぶ
山
岳
信
仰
の
道
に
あ
た
る
信
州
は
秋
葉
信
仰
の
さ
か
ん
な

地
域
で
あ
り
、
伝
承
も
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

②
　
信
州
に
お
い
て
も
秋
葉
信
仰
が
貞
享
二
年

（
三
ハ
八
五
）
の
秋
葉
祭
り
か
ら
間
も
な
く

ひ
ろ
が
り
は
じ
め
た
。
元
禄
期
以
降
に
は
、
各
地
で
秋
葉
神
社
や
秋
葉
権
現
が
勧
請
さ
れ

秋
葉
講
が
つ
く
ら
れ
た
。
石
碑
な
ど
の
年
代
か
ら
み
て
、
寛
政
期
か
ら
文
化
文
政
期
に
か

け
て
の
信
仰
の
ひ
ろ
ま
り
は
顕
著
で
あ
る
。
遠
州
に
隣
接
し
た
南
信
地
方
で
と
く
に
さ
か

ん
と
い
え
る
が
、
松
本

。
東
筑
摩
地
域
か
ら
北
信
地
方
に
か
け
て
も
信
仰
の
あ
と
が
多
く

の
こ
さ
れ
て
い
る
。
更
級

。
埴
科

。
上
水
内
の
各
地
域
に
多
く
の
秋
葉
神
社
の
存
在
が
確

認
で
き
る
。
現
在
秋
葉
講
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
場
所
で
も
神
社
や
石
碑
な
ど
信
仰
の

な
ご
り
が
み
ら
れ
る
。

０
　
秋
葉
信
仰
の
ひ
ろ
が
り
と
と
も
に
、
遠
州
秋
葉
山

へ
の
参
詣
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。
秋
葉
山

へ
む
か
う
道
が
秋
葉
み
ち
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
信
州
で
も
青

崩

峠
を
越
え
る
道
が
秋
葉
み
ち
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
と
く
に
文
化
文
政
期
以
降
は
い

く
つ
も
の
道
中
日
記
が
の
こ
さ
れ
て
お
り
、
参
詣
の
よ
う
す
が
わ
か
る
。
分
析
の
結
果
、

伊
那

ｏ
諏
訪
地
域
や
松
本

。
東
筑
摩
地
域
か
ら
の
旅
は
、
小
川
路
峠
越
え
信
州
秋
葉
み
ち

を
利
用
し
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
ま
た
北
信
地
方
か
ら
も
信
州
秋
葉
み
ち
の
利
用
が
み
ら

れ
た
。
埴
科

。
小
県

。
佐
久
の
各
郡
か
ら
も
秋
葉
山

へ
の
参
詣
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、

秋
葉
山
を
主
目
的

に
し
た
旅

の
例

は
見
い
だ
せ
ず
、
し
か
も
東
海
道
か
ら

の
遠
州
秋
葉

み

ち

の
利
用

で
あ

っ
た
。

今
後
、
安
曇

や
木
曽
な
ど
参
詣

の
実
態
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な

い
地
域
や
、
信
仰

の
あ
と

は
残
さ
れ

て
い
る
が
、
現
在

は
講
な
ど
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な

っ
た
東
信
地
方
な
ど

の
研
究

を
進
め
る
こ
と

で
信
州

に
お
け
る
秋
葉
信
仰
の
実
態
を
さ
ら
に
明
ら
か

に
し
た

い
。

注１．

秋
葉
祭
り
と
は
、
秋
葉
三
尺
坊
を
ま
つ
る
輿
の
村
送
り
を
さ
し
て
い
う
。
多
く
の
人
び
と
が
参
加
し
、

遠
州
か
ら
駿
河
や
伊
勢
に
ま
で
ひ
ろ
が
っ
た
と
い
う
。
幕
府
は
秋
葉
祭
り
の
禁
止
を
し
た
が
、
信
仰
は

急
速
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。

２
　
こ
の
ほ
か
に
も
静
岡
県
清
水
市
、
神
奈
川
県
小
田
原
市
、
愛
知
県
熱
田
市
、
新
潟
県
栃
尾
市
な
ど
に

も
秋
葉
信
仰
の
拠
点
が
存
在
す
る
。

３
　
田
村
貞
雄
監
修

『秋
葉
信
仰
』
（雄
山
閣
、

一
九
九
八
年
）。

４
　
沖
和
雄

「秋
葉
街
道
覚
え
書
」

（
こ

～

（四
）

「
伊
那
』
二

一
～
三
二
巻
、　
一
九
七
三
年
～
七
四

年
）。
『秋
葉
信
仰
』
に
は
、
こ
の
う
ち

（
一
）
を
収
録
。

５

『静
岡
県
歴
史
の
道
　
秋
葉
街
道
』

（静
岡
県
教
育
委
員
会
、　
一
九
八
三
年
、
新
訂
版

一
九
九
六
年
）。

『歴
史
の
道
調
査
報
告
書
　
秋
葉
街
道
』
（長
野
県
教
育
委
員
会
、　
一
九
八
四
年
）。

６
　
歴
史
学
、
民
俗
学
、
宗
教
学
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
秋
葉
み
ち
と
秋
葉
信
仰
に
つ
い
て
の
解
明
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
秋
葉
み
ち
に
つ
い
て
は
、
柳
田
国
男
が

「東
国
古
道
記
」
（
定
本
柳
田
国
男
集
』

第
二
集
、　
一
九
六
二
年
）
で
中
央
構
造
線
に
そ
っ
た
道
に
注
目
し
て
以
来
の
研
究
の
積
み
か
さ
ね
が

あ
る
。
秋
葉
み
ち
に
そ
っ
た
地
域
は
、
南
北
朝
時
代
に
南
朝
の
勢
力
範
囲
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
指
摘
が

さ
れ
て
い
る
。

遠
州
に
お
け
る
秋
葉
信
仰
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
、
『龍
山
村
史
』
（龍
山
村
、　
一
九
八
〇
年
）
や

『春
野
町
史
』
資
料
編

一
原
始
古
代
中
世

（春
山
町
、　
一
九
九
二
年
）
、
同
資
料
編
二
近
世

（
一
九
九
四

年
）

を
ま
と
め
た
坪
井
俊
三
の
研
究
で
は
、
徳
川
家
康
が
武
田
氏
と
断
交
し
て
か
ら
越
後
の
上
杉
謙
信

に
使
い
を
送
り
、
越
後
蔵
王
堂
の
院
主
を
秋
葉
山
の
連
れ
て
き
て
住
ま
わ
せ
た
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
院
主
周
国
は
戸
隠
宝
光
院
の
出
身
で
あ
っ
た
と
い
う
。

歴
史
学
で
は
、　
田
村
貞
雄
が
精
力
的
に
研
究
を
進
め
て
い
る
。
信
州
街
道
と
呼
ば
れ
る
静
岡
県
相
良

町
か
ら
秋
葉
山
へ
の
道
の
変
遷
の
解
明
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
近
世
末
の

「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
の
際
の

″



秋
葉
信
仰
の
役
割
に
つ
い
て
な
ど
の
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
静
岡
県
の
み
で
な
く
周
辺
の
県
や
西

日
本
に
ま
で
範
囲
を
ひ
ろ
げ
た
研
究
を
お
こ
な

っ
て
い
る
が
、
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
秋
葉
を
ま
つ
る

寺
社
の
全
国
的
な
調
査
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
民
俗
学
で
は
、
焼
畑
農
耕
と
火
の
信
仰
が
秋
葉
信

仰
の
基
盤
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
石
造
物
の
調
査
が
進
展
し
、
秋
葉
信
仰
関
係
の
碑

な
ど
の
所
在
が
多
数
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
。
し
か
し
秋
葉
講
に
つ
い
て
の
研
究
は
ま
だ
多
く
な
い
。

宗
教
学
で
は
、
秋
葉
修
験
の
研
究
や
曹
洞
宗
の
立
場
か
ら
の
研
究
が
み
ら
れ
る
が
、

明
治
維
新
の
神
仏

分
離
の
影
響
で
史
料
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
制
約
を
抱
え
て
い
る
。

地
域
的
に
は
静
岡
県
と
愛
知
県
で
の
研
究
が
さ
か
ん
で
あ
り
、
長
野
県
は
そ
れ
ら
に
比
べ
る
と
ま
だ

研
究
の
積
み
か
さ
ね
は
少
な
い
。
南
信
地
域
で
は
多
く
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
全
県
的

に
は
伊
勢
講
や
伊
勢
参
り
ほ
ど
の
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。

７
　
下
伊
那
郡
南
信
濃
村
　
遠
山
礼
蔵
。

８
　
田
村
貞
雄
に
よ
る
と
安
永
六
年
成
立
で
あ
る
。
表
記
は
原
本
に
あ
わ
せ
て

「安
永
縁
記
」
と
す
る
。

合
秋
葉
信
仰
し

一
一八
七
ペ
ー
ジ
。

９
　
田
村
貞
雄

「史
料
解
題
」
「
秋
葉
信
仰
し

一
一八
九
ペ
ー
ジ
。

Ю
　
吉
田
俊
英

「秋
葉
信
仰
の
成
立
」
（
秋
葉
信
仰
し

〓
一〇
～
三
二
ペ
ー
ジ
。

Ｈ

『長
野
県
町
村
誌
』
（長
野
県
、　
一
九
二
六
年
、
調
査
は
明
治
前
期
）。

‐２
　
田
村
貞
雄

「序
論
―
秋
葉
信
仰
研
究
史
素
描
」

翁
秋
葉
信
仰
し

五
～
六
ペ
ー
ジ
、
佐
藤
員
人

「秋

葉
山
三
尺
坊
小
考
」
（
秋
葉
信
仰
し

四
九
～
五
〇
ペ
ー
ジ
、
な
ど
。

‐３
　
矢
澤
喬
治

「松
島
の
秋
葉
信
仰
の
変
遷
」
「
伊
那
路
』
四
四
巻
第
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
）。

‐４
　
霜
田
巌

「「松
代
藩
堂
宮
改
帳
」
に
つ
い
て
」
「
長
野
』
創
刊
号
、　
一
九
六
四
年
）
。

・５

『上
水
内
郡
誌
』
歴
史
編

（上
水
内
郡
誌
編
集
会
、　
一
九
七
六
年
）

一
二
四
三
～

一
二
四
六
ペ
ー
ジ
。

‐６

『長
野
県
史
』
民
俗
編

（長
野
県
、　
一
九
八
五
～

一
九
八
九
年
）。

‐７

『喬
木
村
誌
』
（喬
木
村
誌
刊
行
会
、　
一
九
七
九
年
）
八
三
〇
～
八
三
二
ペ
ー
ジ
。

‐８
　
林
登
美
人

「伊
那
谷

一
の
秋
葉
山
大
権
現

。
金
比
羅
大
権
現
塔
」
（高
森
町
有
線
放
送
原
稿
、　
一
九

九
六
年
）
。
『高
森
町
史
』
（高
森
町
史
刊
行
会
、　
一
九
七
二
年
）

一
一
四

一
～

一
一
四
二
ペ
ー
ジ
。

‐９

『
日
本
民
俗
地
図
』
（文
化
庁
、　
一
九
七
二
年
）。

２〇
　

一
九
四
〇
年
の
調
査
で
は
長
野
県
は

一
四

一
〇
の
講
が
あ
り
、
第
二
位
の
埼
玉
県
の
九

一
四
を
大
き

く
上
回

っ
て
い
る

（『埼
玉
県
史
』
別
編
二
民
俗
二
、
埼
玉
県
、　
一
九
八
六
年
、
九
二
～
九
五
ペ
ー
ジ
）。

２．

『諏
訪
　
四
賀
村
誌
』
（四
賀
村
誌
刊
行
会
、　
一
九
八
五
年
）
二
六
四
～
二
六
九
ペ
ー
ジ
。

２２

『歴
史
の
宝
庫
　
秋
葉
み
ち
』
（長
野
県
立
歴
史
館
秋
季
企
画
展
図
録
、
二
〇
〇
〇
年
）
五
四
ペ
ー
ジ
。

２３
　
近
年
さ
か
ん
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

「塩
の
道
」

と
し
て
秋
葉
み
ち
を
と
ら
え
た
場
合
に
は
、

そ
の
起
点
を
静
岡
県
相
良
町
に
お
き
掛
川
を
経
由
し
、
信
州
秋
葉
み
ち
を
北
上
、
諏
訪
へ
の
道
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

参
考
と
し
て
、
有
賀
競

・
野
中
賢
三

『秘
境
は
る
か
塩
の
道
秋
葉
街
道
』

（印
刷

セ
ン
タ
ー
、　
一
九
九
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

２４

「秋
葉
の
枝
折
」
高
森
町
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
。

２５

「秋
葉
道
中
日
記
」
飯
田
市
中
村
　
久
保
田
真
規
蔵
。

２６
　
飯
田
市
上
久
堅
　
木
下
心
平
蔵
。
な
お
南
信
濃
村
木
沢
の
中
屋
に
も
同
様
の
看
板
が
保
存
さ
れ
て

い
る
。

２７
　
渡
辺
和
敏

「東
海
道
と
秋
葉
街
道
」
「
秋
葉
信
仰
し
　
一
〓
〓

～

一
三
二
ペ
ー
ジ
。

２８
　
清
水
与
智
光

「秋
葉
参
り
の
昔
と
今
」
翁
伊
那
』
三
八
巻
、　
一
九
九
〇
年
）
、
塩
沢

一
郎

「「秋
葉
参

道
中
記
」

に
み
た
奥
山
半
僧
坊
」

翁
伊
那
』
三
八
巻
、　
一
九
九
〇
年
）。
な
お
明
治
期
の
青
崩
峠
越
え

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
大
原
千
和
喜

「秋
葉
道
に
寄
せ
る
人
々
の
心
―
宿
帳
を
通
し
て
見
た

″あ
き
は

み
ち
″
―

貧

）
～

（七
と

（『伊
那
』
四
七
～
四
九
巻
、　
一
九
九
九
年
～
二
〇
〇

一
年
、
継
続
中
）

が
詳
し
い
。

２９

『長
野
県
史
』
通
史
編
近
世
三

（長
野
県
、　
一
九
八
九
年
）
五
八
九
ペ
ー
ジ
。

３０

『
諏
訪
　
四
賀
村
誌
』
二
六
四
ペ
ー
ジ
。

３．

『茅
野
市
史
』
中
巻

（茅
野
市
、　
一
九
八
七
年
）
八
八
四
～
八
八
五
ペ
ー
ジ
。

３２
　
小
出
章

「旅
日
記
」
（
文
化
財
保
護
』
第
二

一
巻
第
四
号
、　
一
九
九
五
年
）
。

３３

『更
埴
市
史
』
第
二
巻
近
世
編

（更
埴
市
、　
一
九
八
八
年
）
二
八
〇
～
二
八

一
ペ
ー
ジ
。

３４

『長
門
村
誌
』
（長
門
町
誌
刊
行
会
、　
一
九
八
九
年
）
三
八
七
ペ
ー
ジ
。

３５

『諏
訪
　
四
賀
村
誌
』
二
六
五
ペ
ー
ジ
。

３６
　
上
伊
那
郡
美
和
村

（長
谷
村
）

に
は
、　
一
八
九
〇
年
に
分
杭
峠
を
越
え
て
秋
葉
山
参
詣
を
し
た
記
録

が
残
さ
れ
て
い
る

（『長
谷
村
誌
』
歴
史
編
、
長
谷
村
誌
刊
行
会
、　
一
九
九
七
年
、　
一
〇
九
二
～

一
〇

九
五
ペ
ー
ジ
）。
な
お

『長
谷
村
誌
』

で
は
、
高
遠
町
的
場
か
ら
の
道
を

「裏
街
道
と
し
て
の
秋
葉
街

道
」
と
規
定
し
て
い
る
。

近世信州における秋葉信仰のひろがり
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